
Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

故

金

子
武
蔵

顧
問
（

前
理

事
長
）

追
悼

鈴

木
　
三

郎

　

本
協
会
顧
問
（

前
理
事
長
）

金
子
武
蔵
先
生
は

、

昭
和
六
十
二

年
十
二

月
三

十
一

日
、

心
筋
梗
塞
の

た

め

入
院
先
で

逝
去
さ

れ
た

。

平
素
あ
れ

ほ
ど
御
壮
健

で

あ
ら
れ
た

先
生
が
享
年
八
十
二

歳
で

突
如
と
し
て

世
を

去
ら
れ

る

と
は

、

全

く
思
い

も
か

け
な

い

こ

と
で

あ
り

、

ま

だ
ま

だ
永
き
に
亘
っ

て

御
指
導
を
受
け

ら
れ

る

と
信
じ
て
い

た

我
々

の

悲
歎
は
喩
え
よ

う
も
な
い

も
の

で

あ
る

が
、

茲

に
、

協
会
創
立
（

昭
和
26
年
2
月
）

以
来
三

十
七

年
間
に

及
ぶ
先
生

の

鴻
恩
に

深
い

感
謝
の

情
を

捧
げ
つ

つ
、

謹
ん
で

哀
悼
の

誠
を
致
す
次
第
で

あ
る

。

　
先
生

は
昭
和
四

年
東
大
哲
学
科
卒
業
後

、

実
に
精
力
的
に

名
論
文
を
矢
継
早

に
発
表
さ
れ

、

昭
和
八

年
筆
老
が
同
科
に

入
学
し
た
頃
に
は

、

既
に

薪
進
気
鋭

の

学
者
と
し
て

斯
界
の

注
目
を

浴
び

、

我
々

後
輩
の

憬
れ
の

的
で
あ

ら
れ
た

。

先
生
の

御
関
心
と
学
殖
の

広
さ

は
哲
学
の

あ

ら
ゆ
る

部
門
に
亘
り
、

各
テ

ー

マ

の

焦
点
に

据
え
ら
れ
る

哲
学
者
た

ち
は

数
多
の

時
代
と
国
に
跨
が
る

も
の

で

あ

っ

た
。

〔

こ

れ
ら
の

論
作
は

後
に

、

戦
前
の

論
文
集
『

形
而
上
学
へ

の

道
』

『

実
践
哲
学
へ

の

道
』

中
に

収
載
さ
れ
て
い

る
。

〕

先
生

は
昭
和
十
年
よ

り
哲

学
科
講
師
と
な

ら
れ

、

卒
業
ま
で

僅
か
一

ケ

年
で

は
あ
る

が
、

図
ら
ず
も
筆
老

は
先
生
と
師
弟
の

間
柄
と
い

う
光
栄
に

浴
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

そ

れ
か

ら
大

学
院
生
の

時
期
に
か

け
て

、

「

哲
学
会
」

の

諸
会
合
や

御
自
宅
訪
問
の

折
々

に

賜
っ

た
先
生
の

親
愛
に
充
ち
た
激
励
の

御
言
葉
の

数
々

は

脳
裡
に

深
く
刻
ま
れ

て

い

る

が
、

そ
の

後
永
の

お

訣
れ

す
る

に
至
る

ま
で
の

長
年
月
の

間
の

数
え
切

れ
な
い

程
の

想
い

出
と

共
に

、

い

ず
れ

別
の

機
会
に

語
ら
せ

て
い

た

だ
く
で

あ

ろ

う
。

　

本
協
会
創
立
の

企
て

は
、

戦
後
ヤ

ス

パ

；
ス

研
究
が

取
り
も
つ

縁
で

結
ば
れ

た

草
薙
正
夫
・

武
藤
光
朗
両
教
授
と
筆

者
と
の

親
交
の

中
か

ら
生
れ

た
の

で

あ

る

が
、

理

事
長
に
は
著
名
な
先
生
に

成
っ

て
い

た

だ
こ

う
と
い

う
こ

と
で

、

実

存
哲
学
に
も
御
理

解
の

深
い

金
子
先
生
に
お

願
い

す
る
こ

と
に
な

り
、

右
に

述

べ

た
先
生
と
の

御
縁
か
ら

、

筆
者
が
先
生
を
於

訪
ね
し
て

御
快
諾
を
頂
戴
し

た

の

で
あ
る

。

爾
来

、

先
生
の

御
指
導
の

下
に
本
協
会
（

当
時
は
「

ヤ

ス

パ

ー

ス

協
会
」

）

は
、

機
関
誌
『

実
存
』

の

発
行
（

26
年
9
月
創
刊
）

と
、

内
外
の

哲

学
者
・

文

学
者
を
招
い

て
の

講
演
会
・

座
談
会
（

時
に
は
キ

ル

ケ
ゴ

ー
ル

協
会

と
の

共
催
）

の

開
催
な

ど
の

活
動
を

続
け
た

が
、

次
第
に

文
化
潮
流
や

出
版
情

勢
の

変
化
に

順
応
し
切
れ

ず
、

早
く
も
衰
退
の

兆
し

が
見
え
始
め
た

、

ち
ょ

う

ど
そ
の

頃
、

　
「

実
存
主
義
協
会
」

設
立
の

機
運

（

本
誌
第
4
号
14
頁
参
照
）

が

盛
り
上
っ

て

来
た
の

は
、

本
協
会
に
と
っ

て
正

に
幸
運
で

あ
っ

た
と

言
え
よ

う
¶

か

ね
て
よ

り
協
会
の

将
来
を
心
配
し
て

お

ら
れ
た

先
生
は

全
役
員
・

会
員
を

挙

げ
て
敢
え
て

積
極
的
に

こ
の

新
協
会
設
立

に
参
加
す
る
よ

う
指
示
さ
れ

、

そ
の

創
立
総
会
（

32
年
2
月
）

に
於

い

て

新
協
会
の

理

事
長
を

兼
任
さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

そ

し
て

同
時
に
『

実
存
』

は
第
10
号

（

32
年
9
月
）

か
ら

『

実
存
主
義
』

と
改
題
さ
れ

て

−
講
演
会
等
の

事
業
と

共
に

1
新
協
会
に

引
継
が
れ

、

今
日
の

「

実
存
思

想
協
会
」

へ

の

改
組
と
共
に

廃
刊
さ
れ

る

ま
で

ー
先
生
門
下
（

東
大
倫
論
学
科
出
身
）

の

優
秀
な
執
筆
陣
の

加
勢
も
あ
っ

て

ー
市
販
の

季
刊
誌
と
し
て

実
に
目
覚
ま

し
い

発
展
を
遂
げ
た
の

で

あ
っ

た
。

　
当
時

、

ヤ

ス

パ

ー

ス

協
会
の

理
事
長
以
下
理
事
全

員
の

考
え
で

は
、

新
協
会

の

設
立
は

、

ヤ

ス

パ

ー
ス

協
会
の

発
展
的
解
消
を
意
味
す
る
の

で

は
な

く
、

国

内
活
動
（

諸
行
事
の

開
催
・

機
関
誌
に
ょ

る

研
究
発
表
）

は
新
協
会
の

構
成
員

と
し
て

行
い

な

が

ら
、

対
外
交
流
面
で

は
、

依
然
独
立
し
て

存
続
す
る

国
際
的

認
知
団
体
で
あ
っ

た
。

ま
た
実
際
そ
の

後
も

、

ヤ

ス

パ

ー
ス

生
誕
八

十
年
祝
賀
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式
典
を

始
め

と
し

て
各
種
の

記
念
行
事
に

は
、

金
子
理

事
長
名
で

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

な
い

し
講
演
代
読
に
よ
る

ヤ

ス

パ

ー

ス

協
会
の

参
加

が
あ
の

、

ヤ

ス

パ

ー
ス

逝
去
に
際
し
て

の

協
会
の

弔
電
も
届
け
ら
れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

や

が
て

先
生

は
御
老
齢
の

故
を
以
て

、

兼
任
さ

れ
て

い

た
理

事
長
職
の

う
ち

、

実
存
主
義
協

会
の

そ

れ
を
小
倉
志
祥
氏

（

東
大
倫
理
学
科
教
授
）

に
（

昭
和
四
十
九
年
）

、

ヤ

ス

パ

ー

ス

協
会
の

そ

れ
を
筆
者
に

（

昭
和
五

十
八

年
）

そ

れ
ぞ
れ

各
理

事
会

の

同
意
の

下
に
継
承
せ

し
め

ら
れ

、

以
後
も
引
続
き
顧
問
と

し
て

御
指
導
を
い

た

だ
く
こ

と
に

な
っ

た
が

、

今
日

、

両
協
会
が

隆
盛
に
向
う
進
展
を
遂
げ
つ

つ

あ
る
の

も
先
生
の

先
見
と
勇
断
の

賜
物
に
ほ

か
な

ら
な

い
。

〔

筆
者
が
新
理

事

長
と
し
て

、

　

マ
ス

パ

ー

ス

生
誕
百
年
記
念
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

」

（

一

九
八
三

年
V

に
公
式
招
待
さ
れ

て

出
席
し

た
際
の

感
銘
に
促
さ
れ
て

、

帰
国
後

、

協
会
活
性

化
の

企
画
に
取
り
か
か

り
、

翌
昭
和
五

十
九
年

、

新
組
織
と
新
機
関
誌
『

コ

ム

ニ

カ

チ

オ

ン

』

に
よ

る

再
発
足
を
実
現
し
た

経
緯
に
つ

い

て

は
、

既
刊
の

本
誌

の

記
事
通
り
で

あ
る

が
、

先
生
は
こ

の

挙
を
こ

の

上
も
な

く
御
歓
び

に
な

り
、

激
賞
と
激
励
を
忝
く
し
た
の

で

あ
っ

た
。

〕

　

先
生

が
生
涯
を
貫
い

て

最
も
情
熱
を
注
が
れ
た
へ

ー
ゲ
ル

研
究
は

、

『

国
家
』

『

精
神
現
象
学
』

（

上
・

下
）

等
の

名
訳
著
に

結
実
し
て
い

る

が
、

へ

ー
ゲ
ル

の

全
著
作
と
の

内
的
連
関

、

伝
記
的
現
実
の

背
景
的
対
応
に
関
す
る

微
に

入
り

細
を
穿
つ

厖
大
な

注
解
と

、

こ

れ

を
踏
ま

え
て
一

言
一

句
を
も
忽
せ

に
せ
ぬ

彫

心
鏤

骨
の

訳
文
は

、

世
界
レ

ベ

ル

を
も
遥
か

に
超
出
し
て

永
世
に

冠
た
る

先
生

独
自
の

も
の

と
し
て

誰
し
も
敬
仰
す
る

と
こ
ろ
で

あ
る

。

こ

れ
程
へ

ー

グ
ル

の

偉
大
さ

に
傾
倒
さ
れ
た

先
生
が

、

戦
後
は

ー
ヤ

ス

パ

ー
ス

協
会
理
事
長
に
な

ら
れ

た
こ

と
が
機
縁
と
な
っ

て

−

更
に
ヤ

ス

パ

ー
ス

の

本
格
的
研
究
に
向
わ

れ
、

ヤ

ス

パ

ー

ス

を
目
し
て

、

　
コ

哲
学
史
上
ヵ

ン

ト
や
へ

ー
ゲ
ル

に
も
比
肩
す

る

偉
大
な

哲
学
者
」

と

高
く
評
価
さ

れ
、

そ
の

成
果
を
優
れ

た
ヤ
ス

パ

ー

ス

解

釈
の

名
著
『

実
存
理

性
の

哲
学
』

に

ま

と
め
ら
れ

た
の

で

あ
る

。

な
雜

、

先
生

の

倫
理

学
体
系
の

書
『

倫
理

学
概
論
』

の

重
要
な

領
域
に
ヤ

ス

パ

ー

ス

哲
学
の

影
響
が

色
濃
く
刻
印
さ
れ
て

い

る
こ

と

は
、

先
生

も
自
認
さ
れ
て

い

た

周
知
の

專

柄
な
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

終
生

学
究
一

途
に

哲
学
者
と
し
て

の

偉
大
な

業
績
を
全
う
せ

ら
れ
た

先
生
が

、

ヤ

ス

パ

ー
ス

に
深
い

共
感
を
覚
え
ら
れ

、

さ
れ

ば
こ

そ
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
に

し

日

本
ヤ

ス

パ

ー
ス

協
会
と
長
年
に
亘
り
深
い

縁
を

結
ん
で
い

た
だ
け
た
こ

と
は
」

当
協
会
員
一

同
の

光
栄
で
あ

り
、

感
激
澄

く
能
わ

ざ
る

と
こ

ろ

で
あ
る

。

そ
れ

故
我
々

と
し
て

は
、

診

た
よ

り
の

度
毎
に
「

協
会
の

益
々

の

発
展
を

祈
る
」

と

記
さ
れ

て

あ
っ

た

亡
き
先
生
の

御
期
待
に
沿

う
て

、

い

か
な
る

困
難
を
も
克
服

し
て

、

世
界
最
古
の

伝
統
を
誇
る

本
協
会
を
推
進
し
て

往
く
こ

と
こ

そ
、

永
え

に

我
ら
の

責
務
で

あ
る

と
誓
い

を
新
た

に
す
る

次
第
な
の

で

あ
る

。

　
今
や

超
越
界
に

浄
福
を
得
ら
れ
た
先
生
の

御
霊
に
お

か
れ
ま

し
て

は
、

そ
の

　
　
48

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5

功
徳
を
以
て
こ

の

上
共
我
ら
を

援
け
導
き
賜
ら
ん
こ

と
を

伏
し

て
治

願
い

申
し

上
げ
ま

す
。

合
掌

民
−

需
▼
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